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平成２９年２月１７日

平成２８年度学校関係者評価会議資料（全日制）
15:40 ～於：会議室

◎２月１４日（火）15:40 ～全日制の学校評価会議が開催
学校関係者評価委員の皆様に事前に配付した資料（本日持参）を活用

①教頭が概要を説明
②各分掌・学年・教科から特徴的な取組や次年度への課題を説明
③二つの協議題について議論
④学校長より指導・助言

①教頭から概要説明

☆「平成２８年度 学校評価ｱﾝｹｰﾄのまとめ」から

(1)保護者「肯定的回答（A+B）」
１ 全体概況

質問項目 昨年度 今年度 差
①昨年に比べ保護者は、総じて肯定的な評
価が増加、教員は、現状維持か停滞感。

① 学 校 経 営 83.8% 85.2% +1.4
②保護者評価で「教科指導」「進路指導」
のポイントが上昇。

② 教 科 指 導 71.9% 73.4% +1.4
③職員評価で「教科指導」「学年・学級経
営」のポイントが上昇。

③ 生 徒 指 導 80.1% 81.0% +0.9
２ 保護者と職員の評価のギャップ

④ 教 育 相 談 76.2% 75.6% -0.6
①「学校経営」は、保護者で上昇、職員で

⑤ 進 路 指 導 77.4% 79.0% +1.6
下降。

⑥ 特 別 活 動 87.4% 87.7% +0.3 ②「生徒指導」は、保護者の評価は平年並

み。
⑦ 学年・学級経営 86.4% 85.8% -0.6

③「特別活動」は、昨年に続き保護者の評
価が高い。

⑧ 全 体 81.6% 82.4% +0.8
④「教科指導」、「学年・学級経営」は、保
護者で維持、職員で上昇（昨年は下降）。

(2)教職員「肯定的回答（A+B）」 ３ 「特別活動」｢教育相談」の特色

質問項目 昨年度 今年度 差 ①保護者の声にあるように、特活について、

は昨年に続き高評価。
① 学 校 経 営 93.2% 90.4% -2.8

②昨年以上に保健部、養護教諭と学年主任
② 教 科 指 導 86.4% 91.7% +5.3

・担任の連携や情報交換が進んだ。教員
の高評価が際立つ。

③ 生 徒 指 導 92.5% 89.6% -2.9

④ 教 育 相 談 95.5% 97.2% +1.7 ４ 昨年度の課題のクリアと今後

①「教科指導」と「学年・学級経営」につ
⑤ 進 路 指 導 90.9% 86.1% -4.8

いて、今年度は保護者・教員とも数値を
上げ改善が見られる。

⑥ 特 別 活 動 93.9% 91.7% -2.2
②電話やメール情報公開などの外部対応を

⑦ 学年・学級経営 86.4% 92.8% +6.4
丁寧に行うことが課題。

⑧ 研 修 86.4% 84.7% -1.7 ③生徒指導や進路指導で教員の評価が下が

っているが、いじめ対策や挨拶を基本と
⑨ 全 体 90.8% 90.2% -0.6

する指導、進学対策を組織的に進める。
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② 分掌・学年からの発言 （来年度への提言・課題）

１ 総務部～保護者に情報を正確に伝える工夫。ＰＴＡ講演会の回数、地区ＰＴＡの開催の
有無、時期の検討。

２ 教務部～進学校としての考査のあり方を検討。学力向上の方法を模索。
３ 生徒指導部～昇降口での毎朝の声かけ指導の方法を工夫。いじめに関してはアンケート

を３回実施し、初期段階で指導できている。来年度地生研事務局。
４ 進路指導部～進学・就職希望者双方とも受験学力の向上のため、今ある右文タイム、補

習等のやり方を工夫。
５ 特別活動部～三大行事の企画・運営に関するマニュアル化。部活の生徒の学習時間の確

保を主導。
６ 研修班～授業改善は進路意識を念頭に置いた学力向上を進めるための手段であり目的で

はない。キャリア教育推進モデル校三年目を迎えるにあたり、成果をまとめる。
７ 図書視聴覚班～ホームページの速やかな更新。
８ 保健班～不登校生徒に対する組織的な対応の推進。
９ １年部～上位層と下位層の学力差を埋める方法。部活動の生徒に対する学習サポート。
10 ２年部～自学力の育成。いじめは絶対許さないという姿勢で対応。
11 ３年部～進路実現に向けて、学年部の枠を超え協力を沢山の先生方からいただいた。生

徒一人ひとりにじっくり向き合い支援していく時間の確保が十分でなかった。

③ 全体討議 （時間の関係で１と２について討議）

１ 授業改善・学力向上について
２ 保護者の送迎について
３ 定期考査の実施時期・内容について
４ 保護者・外部からの問い合わせ等に対する学校側の対応について

１ 授業改善・学力向上について
・どの教員もアクティブラーニングを意識した授業改善に取り組んでいる。
・生徒は生き生きと授業に臨んでいるが、学力向上に関しては生徒の意識が課題。
・具体的な進路意識が乏しい生徒に、面談で動機付けし、学ぶ意欲を引き出す必要がある。
・入学段階で志（進路志望を含む）の低い生徒が年々増えていると感じる。また就職希望も増えて
おり、生徒の意識と教員の間で進学校としての気概等に関してギャップが大きい。

・２クラスを３つに分割して、上位層を育てたい。教員不足のため、現実には２クラス２展開で工
夫して授業している。

・２年生で英語は習熟度別で行っているが、教科の特性や生徒の実態を踏まえて１年生から導入す
ることも必要ではないか？

・補習を組む際に職員がいなくて苦労する。学年部の先生で補習を組むが、数学では、他教科より
も教員数が多いため、他学年の教員に手伝って貰い助かった。

・教員数が増えない現状では、大教室（現在は３階に１つ）をつくってほしい。
・生徒の意欲や動機付けを喚起する仕掛けが必要である。例えば、定期考査で何点取れば何処の大
学に入れる、授業と週末課題、朝学習の３つをうまく関連づけて指導するなどの工夫をする。

・１年生の数学では、授業・週末課題・朝学習（右文テスト）の一元化を行っている。しかし生徒
にはその意図があまり伝わっていないようだ。

２ 保護者の送迎について
現在本校では、「生徒の安全の確保」から桜坂の自動車送迎を制限している。
朝は、桜坂を許可車以外は登ってこられない。放課後は、１７時以降であれば、保護者は桜坂を登
って、正門前を通過し、プール脇広場にて待機するルールで登ってもよいことになっている。
しかし、朝は、１日数十台の自動車が登ってくる。放課後は、主に部活動の生徒を迎えるため、第
１、第２、玲瓏ドーム付近に進入している現状である。

・このことについて保護者の理解が得られていないのではないか。今後もＰＴＡなどに理解を求め
ていきたいが、教職員が立って指導することにより多忙化を引き起こす原因にもなるため、送迎
を可能にしてもいいのではないか？

・毎回注意してもなくならないのは、家庭への指導が伝わっていない現れ。自分の足で学校に来て
いるという意識の醸成が大切だ。現状を放置することは、学校の指導の根幹に係わることだ。

・朝教員が坂下に立っていると、上がってくる自動車が激減する（中には気にせずに上がり、下る
ときにアイコンタクトしないドライバーも多い）。学校からのお願いは理解しているがそれでも
我が子可愛いさがそうさせていると推測する。

・ルールを守らない人がいることは、学校生活にも影響する。保護者を巻き込んだ協議の場が必要
だし、学校として譲れない点を示すことも必要だ。



保護者アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
A B C D E 未 A B C D E 未

1 218 305 88 11 38 3 1 252 295 89 10 34 4

2 100 366 75 9 99 12 2 98 397 64 4 112 9

3 223 363 36 6 32 3 3 238 377 34 5 28 2

4 163 358 93 6 40 4 4 177 372 84 6 43 2

5 275 325 40 6 14 2 5 286 337 37 8 14 2

6 310 265 21 4 41 18 6 324 294 17 1 34 13

7 389 226 23 3 17 5 7 379 251 21 5 26 2

全体 36.2% 47.6% 8.1% 1.0% 6.1% 1.0% 全体 36.6% 48.5% 7.2% 0.8% 6.1% 0.7%

１年 11.0% 17.0% 2.8% 0.3% 2.6% 0.4% 1,528 １年 13.4% 15.6% 2.7% 0.4% 2.7% 0.3% 0

# ２年 12.4% 16.4% 2.4% 0.3% 1.9% 0.5% 1,470 ## ２年 11.2% 17.5% 2.4% 0.2% 2.1% 0.2% 0

３年 12.8% 14.3% 2.8% 0.4% 1.6% 0.1% 1,315 ３年 12.0% 15.5% 2.1% 0.3% 1.3% 0.3% 0

#

# ##

# ##

学校は生徒の安全や健康を考えて、必要な対策をとっている。

学校は生徒・保護者の個人情報に関して適切な配慮をしている。

学校を訪問したり、電話したときの学校職員の対応は適切である。

Ｈ２８　学校経営

本校の「教育目標」「教育方針」「本年度の目標」を知っている。

重点目標の実現に向けた取り組みは成果が上がっていると思います
か。

本荘高校の生徒の進路を考えた効果的な教育課程（３年間にわたる
授業の全体計画やコース設定、校時割）の編成に努めている。

学校は校内の活動を外部に積極的に伝えようとしている。

学校を訪問したり、電話したときの学校職員の対応は適切である。

本荘高校の生徒の進路を考えた効果的な教育課程（３年間にわたる
授業の全体計画やコース設定、校時割）の編成に努めている。

学校は校内の活動を外部に積極的に伝えようとしている。

学校は生徒の安全や健康を考えて、必要な対策をとっている。

昨年度　学校経営

本校の「教育目標」「教育方針」「本年度の目標」を知っている。

重点目標の実現に向けた取り組みは成果が上がっていると思います
か。

学校は生徒・保護者の個人情報に関して適切な配慮をしている。
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保護者アンケート　－１－



保護者アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

8 114 377 95 19 57 2 8 127 393 97 15 49 3

9 119 344 89 9 101 2 9 122 375 82 13 90 2

10 103 373 103 10 69 4 ## 10 116 374 99 18 70 7 #

全体 16.9% 55.0% 14.4% 1.9% 11.4% 0.4% 全体 17.8% 55.7% 13.5% 2.2% 10.2% 0.6%

１年 5.0% 19.4% 4.9% 0.5% 4.1% 0.3% ## １年 6.2% 18.3% 5.3% 1.3% 3.7% 0.1% #

２年 5.5% 18.4% 4.8% 0.7% 4.3% 0.2% ## ２年 4.6% 20.1% 4.4% 0.6% 3.8% 0.1% #

３年 6.4% 17.1% 4.8% 0.8% 3.0% 0.0% ## ３年 6.9% 17.3% 3.8% 0.3% 2.7% 0.4% #

生徒は授業に関して満足していると思いますか。

Ｈ２８　教科指導

授業を通しての学力向上は達成されている。

授業において生徒の興味や意欲を引き出す工夫がなされていると思
いますか。

生徒は授業に関して満足していると思いますか。

昨年度　教科指導

授業を通しての学力向上は達成されている。

授業において生徒の興味や意欲を引き出す工夫がなされていると思
いますか。
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保護者アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

11 178 346 52 5 79 2 11 188 349 43 2 102 0

12 183 366 47 6 58 2 12 209 369 46 5 55 0

13 224 345 40 3 48 2 13 239 373 22 4 45 1

14 172 306 37 6 137 4 14 187 303 33 4 156 1

全体 28.6% 51.5% 6.6% 0.8% 12.2% 0.4% ## 全体 30.1% 51.0% 5.3% 0.5% 13.1% 0.1% #

１年 9.7% 16.7% 2.2% 0.1% 5.3% 0.2% ## １年 10.6% 17.4% 1.5% 0.3% 4.9% 0.1% 0

２年 9.6% 17.2% 2.2% 0.3% 4.3% 0.2% ## ２年 9.4% 17.8% 1.7% 0.1% 4.6% 0.0% 0

３年 9.4% 17.6% 2.3% 0.4% 2.6% 0.0% ## ３年 10.0% 15.8% 2.0% 0.1% 3.5% 0.0% 0

生徒指導上の事故防止指導は適切、効果的に行われていると思い
ますか。

「いじめ」に対する適切な調査や指導、対策がとられていると思いま
すか。

Ｈ２８　生徒指導

生徒指導に全職員で、共通認識のもとに取り組んでいると思います
か。

整容指導や挨拶の励行など、生徒の社会性育成指導の成果はあ
がっていると思いますか。

生徒指導上の事故防止指導は適切、効果的に行われていると思い
ますか。

「いじめ」に対する適切な調査や指導、対策がとられていると思いま
すか。

昨年度　生徒指導

生徒指導に全職員で、共通認識のもとに取り組んでいると思います
か。

整容指導や挨拶の励行など、生徒の社会性育成指導の成果はあ
がっていると思いますか。
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保護者アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
A B C D E 未 A B C D E 未

15 184 313 39 2 99 15 15 199 318 40 2 93 32

全体 28.2% 48.0% 6.0% 0.3% 15.2% 2.3% ## 全体 29.1% 46.5% 5.8% 0.3% 13.6% 4.7%

１年 8.6% 16.1% 1.8% 0.2% 7.5% 0.5% ## １年 8.8% 16.2% 2.6% 0.0% 6.1% 1.2%

２年 9.4% 17.5% 1.4% 0.0% 4.6% 1.4% ## ２年 9.1% 15.9% 1.8% 0.1% 4.8% 1.9%

３年 10.3% 14.4% 2.8% 0.2% 3.1% 0.5% ## ３年 11.3% 14.3% 1.5% 0.1% 2.6% 1.6%

昨年度　教育相談

先生方は生徒の悩みや相談に適切に対応していると思いますか。

Ｈ２８　教育相談

先生方は生徒の悩みや相談に適切に対応していると思いますか。
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保護者アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

16 217 331 45 7 50 9 16 231 335 42 8 46 22

17 158 295 69 11 117 10 17 162 331 58 6 106 21

18 181 336 69 5 59 9 18 183 358 53 7 61 22

19 205 317 81 10 35 11 19 205 357 60 13 26 23

全体 28.9% 48.5% 10.0% 1.3% 9.9% 1.5% ## 全体 28.5% 50.5% 7.8% 1.2% 8.7% 3.2%

１年 8.4% 16.6% 3.5% 0.5% 5.1% 0.2% ## １年 9.3% 17.4% 2.9% 0.7% 3.6% 1.0%

２年 9.9% 17.3% 2.9% 0.3% 2.6% 1.1% ## ２年 7.7% 18.6% 2.7% 0.3% 3.0% 1.3%

３年 10.5% 14.6% 3.6% 0.5% 2.2% 0.2% ## ３年 11.5% 14.5% 2.2% 0.2% 2.1% 0.9%

進路意識や職業観を育てるための指導が適切に行われていると思
いますか。

学校は進路についての情報を、生徒、保護者に適切に伝えていると
思いますか。

Ｈ２８　進路指導

個々の生徒の進路希望や適性に応じた指導が行われていると思い
ますか。

進路指導の成果はあがっていると思いますか。

進路意識や職業観を育てるための指導が適切に行われていると思
いますか。

学校は進路についての情報を、生徒、保護者に適切に伝えていると
思いますか。

昨年度　進路指導

個々の生徒の進路希望や適性に応じた指導が行われていると思い
ますか。

進路指導の成果はあがっていると思いますか。
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保護者アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

20 395 227 14 1 11 12 20 419 214 18 3 7 23

21 307 254 39 7 32 18 21 325 269 30 7 28 25

22 287 255 43 14 41 18 22 301 271 33 11 44 24

全体 50.1% 37.3% 4.9% 1.1% 4.3% 2.4% ## 全体 50.9% 36.7% 3.9% 1.0% 3.8% 3.5%

１年 18.6% 11.9% 1.0% 0.3% 1.7% 0.9% ## １年 18.6% 11.9% 1.4% 0.5% 1.5% 1.1%

２年 16.6% 13.0% 1.7% 0.2% 1.3% 1.3% ## ２年 16.0% 13.1% 1.1% 0.3% 1.7% 1.5%

３年 14.9% 12.4% 2.2% 0.6% 1.3% 0.3% ## ３年 16.4% 11.7% 1.4% 0.2% 0.7% 1.0%

部活動の指導は適切に行われていると思いますか。

Ｈ２８　特別活動

運動会、玲瓏祭などの生徒の活動は充実したものになっていると思
いますか。

部活動を通した人間育成が図られていると思いますか。

部活動の指導は適切に行われていると思いますか。

昨年度　特別活動

運動会、玲瓏祭などの生徒の活動は充実したものになっていると思
いますか。

部活動を通した人間育成が図られていると思いますか。
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Ｈ２８   特別活動 

A

B

C

D

E

未 

A B C 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20

21

22

昨年度   特別活動 

A

B

C

D

E

未 

保護者アンケート　－６－



保護者アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

23 204 361 36 4 45 10 23 239 343 27 6 46 23

24 217 345 57 4 27 9 24 231 348 46 11 27 21

25 322 285 25 3 15 9 25 340 287 23 4 9 21

26 283 295 52 5 15 10 26 303 285 51 9 14 22

27 244 289 45 3 60 14 27 236 322 39 5 52 30

全体 38.6% 47.8% 6.5% 0.6% 4.9% 1.6% ## 全体 39.4% 46.3% 5.4% 1.0% 4.3% 3.4%

１年 13.4% 16.2% 2.5% 0.3% 1.9% 0.2% ## １年 14.1% 15.3% 2.0% 0.5% 2.0% 1.1%

２年 12.5% 16.6% 2.0% 0.1% 1.7% 1.2% ## ２年 12.0% 16.6% 1.9% 0.4% 1.4% 1.3%

３年 12.7% 15.1% 2.1% 0.2% 1.3% 0.2% ## ３年 13.3% 14.5% 1.5% 0.2% 1.0% 1.0%

保護者面談は適切に行われていると思いますか。

生徒は学校が楽しいと感じ、生き生きと学校生活を送っていると思い
ますか。

教材費の負担について配慮がなされていると思いますか。

保護者面談は適切に行われていると思いますか。

生徒は学校が楽しいと感じ、生き生きと学校生活を送っていると思い
ますか。

教材費の負担について配慮がなされていると思いますか。

昨年度　学年経営・学級経営

学年やクラスの指導は生徒、保護者の期待に応えていると思います
か。

学年やクラスについての情報は生徒、保護者に適切に伝えられてい
ると思いますか。

Ｈ２８　学年経営・学級経営

学年やクラスの指導は生徒、保護者の期待に応えていると思います
か。

学年やクラスについての情報は生徒、保護者に適切に伝えられてい
ると思いますか。
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保護者アンケート

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 85.2% 8.0% 6.8%

② 73.4% 15.8% 10.8%

③ 81.0% 5.8% 13.2%

④ 75.6% 6.1% 18.3%

⑤ 79.0% 9.0% 12.0%

⑥ 87.7% 5.0% 7.4%

⑦ 85.8% 6.5% 7.7%

82.4% 8.0% 9.6%

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 83.8% 9.1% 7.1%

② 71.9% 16.3% 11.8%

③ 80.1% 7.4% 12.5%

④ 76.2% 6.3% 17.5%

⑤ 77.4% 11.3% 11.4%

⑥ 87.3% 6.0% 6.7%

⑦ 86.4% 7.1% 6.5%

81.6% 9.2% 9.3%

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 84.4% 8.9% 6.7%

② 70.6% 18.4% 11.0%

③ 79.9% 7.5% 12.6%

④ 74.3% 7.4% 18.3%

⑤ 75.7% 11.8% 12.5%

⑥ 83.4% 7.7% 8.8%

⑦ 84.1% 7.8% 8.1%

80.4% 9.8% 9.8%

特別活動

Ｈ２８

教育相談

⑧　全体

学年経営・学級経営

⑧　全体

生徒指導

⑧　全体

学校経営

教育相談

保護者対象アンケート概要

Ｈ２６

教科指導

生徒指導

教育相談

進路指導

学年経営・学級経営

Ｈ２７

学校経営

教科指導

進路指導

特別活動

学年経営・学級経営

学校経営

教科指導

生徒指導

進路指導

特別活動
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秋田県立本荘高等学校 

平成２９年２月３日 

学校評価実施委員会 

 

 

平成２８年度 分掌評価まとめ 

 

 

【各分掌・学年・教科】 

 



Ｈ２８学校評価 分掌（学年・教科）用評価シート

分掌名 総務部 主任氏名 木 村 郁

１．分掌の評価

重 点 実 施 事 項 その評価 及び 残された課題等 評価平均値

１ 分掌間の連絡・調整を密にした校務運 学校行事の計画や運営について各分掌と連 ４．３

営の活性化 絡調整がスムーズにできた。

２ 学校行事の企画・立案と円滑な実施・ 比較的スムーズに学校行事が運営できた。 ４．３

運営

３ ＰＴＡ活動の活性化および関係諸団体 総会や委員会などへの参加者の増加のため ４．３

との連携・協力 いっそうの工夫をしていきたい。役員の協

力体制があり助かった。

４ 防災意識の高揚と校舎内外の環境整備 安全点検のあり方に工夫を残した。冬期間 ４．０

の落雪危険箇所などを明確化する必要があ

る。

５ 広報活動の工夫・改善ならびに情報の PTA 会報が県 PTA 連合会の表彰を受けた ４．５

保管・管理の徹底 り、HP による学校行事のタイムリーな更
新に努めた。

良好 ５ やや良好４ 普通 ３ やや不十分 ２ 不十分 １ 全体の平均 ４．３

２．保護者・教職員アンケートの意見について

番号・項目 分 掌 と し て の 意 見 ・ 対 応

511 班長会議、職員会議等で話題としてとりあげ、対応できるところを検討したい。

３．次年度申し送り

次 年 度 の 課 題 対 応 策

PTA 事業の講演会について・・・講演会の数が多 講演会に代わる PTA 行事の検討を働きかけていき
すぎる たい。

地区 PTAのあり方 ９月開催は良かったが、必要性や現在の６地区での

開催について議論を深めていく必要がある。



Ｈ２８学校評価  分掌（学年・教科）用評価シート        

 

分掌名  教 務 班  主任氏名    伊 東 光 喜 

 

 １．分掌の評価 

   重  点  実  施  事  項    その評価 及び 残された課題等   評 価 

１ 本校の実態にあった定期考査の時期や

回数を他校の例などを参考にしながら決

定する。また、学力が向上し、定着する考

査問題の作成を牽引する。 

 １学期中間考査に関しては、各教科の要望

を聞き、実施しない科目に関して、学力を下

げないための方策を提出させた。実施回数は 

校長の意向もあり、昨年度と同じ年間５回と

した。また、来年度から１学期追指導考査の

廃止を決めた。今後も学力が向上し定着する

考査の作成を各教科で検討して行かなければ

ならない。 

 

３．３ 

  

２ 規律ある授業の展開と授業改善により

学力の向上と定着を図る。  

 

授業規律に関しては、各先生の指導で良く

なっていると思われる。また、授業改善も良

くはなっているが、今後も研修班と連携して

授業改善を推進していかなければならない。 

 

 ３．７ 

 

良好 ５ やや良好 ４ 普通 ３ やや不十分 ２ 不十分 １   全体の平均  ３．５ 

 

２．保護者・教職員アンケートの意見について 

 番号・項目                分 掌 と し て の 意 見 ・ 対 応 

５０６ 

５１２ 

 

定期考査に関しては、３学期制に移行してから数年間、実施の時期に関しては様々な意

見があり、変遷してきた。現校長先生の定期考査を契機に勉強させたいという見解のもと

、１学期中間考査を５月に実施した。今年は、教科のアンケートを実施して考査を行い一

通り、落ち着いたと考えている。しかし、職員の中には多様な考え方を持っている人がい

るのは事実である。よい方向性を来年度も考えて行かなければならない。また、１１月の

３年生の考査を１，２年生と同じにすれば、３年生のセンター演習の期間が短くなるので

、進路指導部や３年部と話し合って決めなければならない。 

 

 

      次  年  度  の  課  題                対  応  策 

定期考査における学力向上について 

 

 進学校として、定期考査を学力向上に結びつける 

ことを常に意識していかなければならない。そのた

めに科会で学力向上の対策を話し合いながら、考査

問題の作問力の向上に努めていく。その上で時期や

回数についても考えていく必要がある。 

 定期考査におけるミス防止について 成績処理に関しては、ミス防止策として、職員全

体でチェック体制を強化する。また、生徒によるチ

ェックも併せて行う。 

 定期考査監督の不足解消について（要望）  定期考査中に振り替えを取得することにより、監

督の先生が不足している。先生方の協力により解消

できたこともあるが、来年度は、考査期間全日を振

り替えにしないようにして欲しい。 

  



Ｈ２８学校評価  分掌（学年・教科）用評価シート 

 

分掌名 生 徒 指 導 部  氏 名 佐々木 篤 

 

 １．分掌の評価 

   重  点  実  施  事  項    その評価 及び 残された課題等  評価平均値 

１ 規律ある生活態度の確立 

  挨拶，整容，学習環境の美化等  

 

・毎朝，生徒指導主事が玄関で指導している

ことが生徒のよい挨拶・整容につながって

いると思うが，もう少しきちんとさせたい。 

４．３ 

２ 校内生活時間の遵守 

  登校時間，ベル着，ベル授業等 

 

・朝学の時間を遅らせたことにより，生徒は

余裕をもって登校できるようになった。し

かし，遅れてくる生徒は固定化されている。 

・移動教室での授業は，意識して早めに行動

するように指導していきたい。 

３．９ 

３ 情報モラルの啓蒙 

  携帯電話使用マナー，インターネット利

用モラル 

・今年度も安易な書き込みがあった。大きな

事件になる前の対応で済んでいるが，危う

い。 

・ケータイ安全教室，生徒指導だよりの発行

等により情報モラルの啓蒙に取り組んでき

きているが，今後さらに力を入れていく必

要がある。 

３．８ 

３．自転車の安全走行の啓蒙  

携帯電話使用マナー 

  インターネット利用モラル 

・自転車の事故が発生している。交通ルール

やマナーの遵守など安全に対する意識が希

薄である。さらに注意喚起や指導を継続し

ていく必要がある。 

・桜坂の自転車通行は継続指導をしていく。 

４．１ 

４．防犯意識の確立と盗難防止対策 

 

・今年度は不審者被害はなかったが，継続し

て女子生徒への注意喚起は続けたい。 

・持ち物への記名の徹底と他人の持ち物の無

断使用の禁止など，盗難防止の意識をより

高めたい。貴重品袋の活用を。 

３．７ 

 

良好 ５ やや良好 ４ 普通 ３ やや不十分 ２ 不十分 １   全体の平均 ３．９ 

 

 ２．保護者・教職員アンケートの意見について 

 番号・項目                分 掌 と し て の 意 見 ・ 対 応 

1025 

3014 3020 

挨拶が良いという評価と悪いという評価と両方がある。部活動の挨拶が全校生徒に広がる

ように継続して指導していきたい。 

503 桜坂の車の送迎について。上まで上がった場合のメリット・デメリット，下で降ろした場

合のメリット・デメリットを職員間で協議していきたい。 

 

3．次年度申し送り 

      次  年  度  の  課  題                対  応  策 

スマホの使い方とネットいじめについて 定期的に情報を発信しながら，使い方についての自

己管理を促し，いじめに対する警鐘となるようにし

たい。 

校内での盗難防止 

 

記名を確実にするなど自分の持ち物に対する管理意

識を高めるとともに，貴重品袋を確実に活用するな

どして，盗難予防に努める。 

 



Ｈ２８学校評価 分掌（学年・教科）用評価

分掌名 進路指導部 主任氏名 三 浦 好 晴

１ 分掌の評価［分掌目標： キャリア教育の観点から進路指導の充実に取り組み、生徒の進路目標実現を目指した学力の向
上を図る。］

重 点 実 施 事 項 評 価 及 び 残 さ れ た 課 題 評価点

１．家庭学習習慣の定着と ・スタディサポートや学習時間調査をもとにクラス担任による個別指導、学年
学習時間の拡大 全体での指導により改善を図った。

・右文タイムやＳＵＳ、補習、学習合宿等で一定の学習時間は確保できた。 3.9
－特に低学年での学習習慣の定着をはかる。特活（部活動）との連携を取り、
補習やＳＵＳの時間や学習時間の確保を図る。

２．面談を通した進路指導 ・４月の面談旬間では例年よりは時間を確保できた。
の充実 ・進路指導部としては生徒が自発的に学習する姿勢を啓蒙するには至っていな 3.7

い。
－教科担任面談の計画立案、進路指導主事面談の機会も設けたい。

３．進路学習を充実させる ・One day カレッジの日程と内容を一部変更して行った。講師の選定にはやや
行事の企画・運 営 問題があったが、目的は概ね達成できた。

・進路講演会、オープンキャンパス引率、学習合宿、大学の先生による模擬授 4.1
業、進路ガイダンス等を実施した。

－進路講演会は回数や時期についても検討の余地がある。その時だけの意識の
高揚にならないように、総合的な学習の時間やＬＨＲ等とも連携を取りなが
ら進める。

４．各学年・教科・部活の ・目に見えての学力の向上が図られている実感がない。
連携を密にした学力の ・家庭学習時間、考査成績を部活動顧問にも知らせ、共通理解を持って指導に
向上 あたれるようにした。成績不良者について、クラス担任、教科担任、部活動 3.4

顧問で情報を共有しながら補習等にあたった。
－ＳＵＳの実施時期や部活動との連携については、さらなる検討が必要である。
－上位者の囲い込みに関しては学年を超えての対応が必要。

５．推薦入試・面接指導・ ・ＡＯ・推薦入試に向けた全職員による面接・小論文指導で、昨年ほどの結果
小論文指導の充実 は出なかった。

・右文ﾀｲﾑによる週１回の文章要約や読書、小論文指導講演会、小論模試など
を実施した 3.1

－東北大ＡＯ対策：１年次からの指導の工夫が必要。数理探究クラスの充実。
－職員による面接・小論指導は進路指導部が主導してエキスパート制（秋田北
高校）を導入すべき。

６．生徒・保護者・職員へ ・学級通信、学年通信、進路通信、面談等を通して保護者へ情報提供したが、 3.4
の情報提供 進路指導部としては進路だよりの発行回数が少なかった。

２ 保護者・教職員アンケートの意見について

良好 ５ やや良好 ４ やや不十分 ２ 不十分 １ 全体の平均 3.6

番号・項目 分 掌 と し て の 意 見 ・ 対 応

１０３０ ・保護者に向けて情報が少ない－今年度も「進路だより」の発行が少なく、各学年部や業者の資料に頼り切ってしま
った。学年部と連携をとって、進路だより以外（学年通信や学級通信を通して）でも情報を伝えられるようにする。

・卒業生の進路、その後の就職先をもっと知りたい－進路先はすべて「軌跡（進路の手引き）」に提示しているが、
３０３１ その後の就職先を提示するためには多大な時間と労力を要する。現段階ではこれを行えるシステムはない。

３ 次年度申し送り

次 年 度 の 課 題 対 応 策

①学力の伸長 ・家庭学習時間の定着と学習時間の拡大－学習時間調査の有効

利用、右文タイムや自学の有効利用、・各学年、教科との連携－

課題の精選、自発的な学習態度の育成、進路行事による進路意

欲の向上、各階層ごとの補習

②推薦・AO入試対策 ・学年部主導ではなく、進路指導部主導としたシステム作り

職員による面接・小論指導は進路指導部が主導してエキスパー

ト制（秋田北 高校）を導入すべき。



Ｈ２８学校評価  分掌（学年・教科）用評価シート 

 

分掌名 特 別 活 動 部  主任氏名 森   久 樹 

 

 １．分掌の評価 

   重  点  実  施  事  項    その評価 及び 残された課題等  評価平均値 

１．校標への理解を促し、あらゆる活動を

とおして豊かな人間形成を図る。 

 

特活以外の行事が多くなり、特活主体の行事

は増やしにくい。既存の行事を上手く活用し、

生徒が主体となって活動する場面をもう少し

増やしたいと考える。 

３．６ 

２．委員会活動を活性化させるとともに、

生徒会執行部を主体的に活動できるリ

ーダーとして育てる。 

 生徒会がリーダーシップをとりながら各委

員会が活動していたが各委員会の委員長の活

躍を促す支援が必要。生徒会長が２年連続とな

り、来年度は経験を生かす指導をしたい。 

３．６ 

３．生徒による地域や社会への貢献活動を

充実させる。 

 

 ２年生が中心となって様々なボランティア

活動の支援を行った。生徒会や各部活動が地域

に貢献する活動を行っているが、学校全体の活

動が少ない印象である。加えて学校全体での情

報共有が足りない部分もある。 

３．４ 

 

良好 ５ やや良好 ４ 普通 ３ やや不十分 ２ 不十分 １   全体の平均 ３．５ 

 

 ２．保護者・教職員アンケートの意見について 

 番号・項目                分 掌 と し て の 意 見 ・ 対 応 

1035 1037 

1054 1064   

部活動の練習時間について、保護者の方々から指摘をいただくことが例年あるが、定期考

査前と期間中、ＳＵＳや長期休業中の全員参加補習中の活動は、ルールに則って各部活動

にはお願いしてある。しかし連絡や互いの認識不徹底な部分があり、各部活動の練習計画

に支障を与えてしまった部分があり、今後は他分掌と連携していきたい。 

2044 2047 

予算の配分について指摘があった。本荘高校の看板となる部活動には、地域からの期待と

や歴史的な背景から、どうしても優劣がついてしまう部分は否めない。生徒会からの部費

については年度当初、前年度の実績と当該年度の部員数から算出している。旅費について

は近年改訂し、県内の大会出場の予算を手厚くした経緯がある。とはいえ、生徒数減少が

今後もあり得るので、現行の方式は今後早い段階で見直しは必要。 

2023 3041 

学校祭などの行事については、おおむね好評をいただいているが、他の学校より行事の観

覧者数が多いのが本高の特徴である。うれしいことだが、急な変更に対応する機動力が乏

しい。安全性を第一に、よりよい方向性をみいだしていきたい。 

 

３．次年度申し送り 

      次  年  度  の  課  題                対  応  策 

部活動の活動支援が第一であるが、現状に見合っ

た旅費規定や書類の見直しが必要と思われる。 

 

 過去５年間、毎年特別活動部主任が替わったこと

もあり、年度入れ替わりの引き継ぎが不十分。安定

した分掌の運営のため、マニュアル化が急務。５年

後を見据えた削減や値上げを考える。 

 三大行事のマニュアル化。直前のルールや内容の

変更の要望があり、対応に追われた。 

 余裕を持った、計画の提案をきちんと職員会議に

提出し、共通理解を図りたい。初めての担当者でも

対応ができるような資料の工夫。分掌としての強い

意思表示など。 

 生徒会の活動の中で生徒の主体性を育てる。 

 

 生徒が自ら考えて行動できるような支援を行う。

余裕を持ったタイムスケジュールと〆切厳守、教師

間・生徒間・教師生徒間の共通理解の徹底。 



       Ｈ２８学校評価  分掌（学年・教科）用評価シート 

 

分掌名 教務部 研修班  主任氏名 今井 由佳利 

 

 １．分掌の評価 

   重  点  実  施  事  項    その評価 及び 残された課題等  評価平均値 

１ 組織的な教材研究や教授法研究への取
り組みを推進する。 

 公開授業研究会での授業は、各教科内で学
習指導案を作成し、科の代表者が授業を行っ
た。今後、日常的・継続的に行っていく工夫
が必要。 

  ４ 

２ 教科を超えた（横断的）相互授業参観と
授業研修を推進する。 

 授業研究会で「総合的な学習の時間」の授
業を理科（物理）と芸術（美術）とで教科横
断的に実施した。イベント型ではなく、日常
的・継続的に相互授業参観や授業研修を行っ
ていく工夫が必要。 

３ 

『研究紀要』の充実を図り、知的財産を構築
していく。 

各科や個人の『研究』を必ず掲載していく

ことで、研究や研修の蓄積を促し、学校とし

ての知的財産を構築していく。 

４ 

 

良好 ５ やや良好 ４ 普通 ３ やや不十分 ２ 不十分 １   全体の平均 ３．７ 

 

 ２．保護者・教職員アンケートの意見について 

 番号・項目                分 掌 と し て の 意 見 ・ 対 応 

  

  

  

 

３．次年度申し送り 

      次  年  度  の  課  題                対  応  策 

① 公開授業研究会  

② 職員研修会のありかた 

① 形骸化しないような授業研究会のありかたを検

討していく必要がある。今年度の「After学習指

導案」を使って次年度授業を行ってみたいとい

う声も聞かれる。来年度も同じ時期に実施する

方向で検討していく。 

② 回数を多くすることは困難なので、必要に応じ

て優先順位をつけ、３０分～１時間以内程度の

研修にしたい。大事なのは、個人研修も含め、

研修内容を共有し活用してもらうことである。  

各科の授業力・指導力をどうやって向上させてい

くか。授業改善をどのように推進していくか。 

 日々の研究と研修を積み重ねていくことや、職員

同士が切磋琢磨していくことが大切だと考える。 

個人での取り組みには限界もあるので、教科の枠に

こだわらず、教材研究や教授方法等について日常的

に情報交換を図っていきたいものだ。 

また、個人や各科、学年部等の研究や研修の成果

は出し惜しみせず、ぜひ寄稿していただきたい。『

研究紀要』が、単なる報告書にならないよう、本校

の知的財産が蓄積されていくよう協力をお願いした

い。 

 
 



Ｈ２８学校評価  分掌（学年・教科）用評価シート 

 

分掌名 図書視聴覚班  主任氏名 金内 哲 

 

 １．分掌の評価 

   重  点  実  施  事  項    その評価 及び 残された課題等  評価平均値 

1. 図書視聴覚班と図書館運営委員会及び

各教科等との連携を図り、授業での活用

を奨励する。 

授業での活用が大幅に伸びた。ホワイトボー

ドの設置もよかった。 
4.0 

2. 情報機器の点検整備と管理、ID・パスワ

ードとホームページの管理を行う。 

プロジェクタを９台購入してもらった。授業

等への活用を促進していきたい。ホームペー

ジ運用委員会と連携して更新作業をシステム

化することができた。部活動のページを充実

させたい。 

4.3 

 

良好 ５ やや良好 ４ 普通 ３ やや不十分 ２ 不十分 １   全体の平均 4.2 

 

 ２．保護者・教職員アンケートの意見について 

 番号・項目                分 掌 と し て の 意 見 ・ 対 応 

3004,3007 部活動のページについては８月に結果を載せるようアナウンスする。結果だけでなく、他

のコンテンツも増やし、情報発信に努める。 

  

  

 

３．次年度申し送り 

      次  年  度  の  課  題                対  応  策 

新しい業務用PCの管理 ネットワークの利用や個人ＰＣのマニュアルを作り

規定遵守の徹底をはかる。異動の際のＰＣの入れ替

えを計画的組織的に行う。 

ホームページの定期更新 4月の年度当初は分掌主任に担当のページがわかり

やすいようにサイトマップを策定し、早期の更新に

努める。学校行事や部活動のページについてはホー

ムページ運用委員会との連携を図り計画的に更新す

る。 

 



Ｈ２８学校評価  分掌（学年・教科）用評価シート 

 

分掌名 生徒指導部 保健班  主任氏名 月本 真 

 

 １．分掌の評価 

   重  点  実  施  事  項    その評価 及び 残された課題等 評価平均値 

１．生徒の健康意識を高め、自己管理能力 

の向上を図る。健康教育を充実させる。 

 

 自己管理能力の向上を目指し、担任を通じ

ての指導、保健室での個別指導、保健便り等

の広報活動により、生活習慣の確率、感染症

予防、けがの防止等に継続的に取り組んでき

た。その結果、保健室利用の減少（疲れ、睡

眠不足による体調不良の減少）や感染症予防

意識の向上、教育活動でのけがの減少など、

健康課題が改善傾向にあることから、自己管

理能力の向上の現れと捉えている。 

 学校生活不適応、精神的問題を抱える生徒

の支援は毎年の課題である。今後も関係者と

連携し、情報を共有しながら全職員がチーム

を組んで対応していきたい。 

４ 

２．学習環境の整備に努める。 

 

 大清掃、各行事に伴う清掃指導は適切に行

うことができた。黒板クリーナーの中袋の洗

濯に加え、加湿器の清掃消毒を行った。また

、年度初めの清掃用具点検・補充等の整備は

保健班職員が行っている。 

 ２～３階の窓の清掃を検討中。大清掃の機

会が少ないので月毎の重点項目を決めて清掃

活動を行うのはどうか？ 

４ 

 

良好 ５ やや良好 ４ 普通 ３ やや不十分 ２ 不十分 １   全体の平均 ４ 

 

３．次年度申し送り 

 

      次  年  度  の  課  題                対  応  策 

学校生活に適応できない生徒、精神面で課題を抱え

る生徒の支援 

保健室からの生徒情報の発信を継続し、情報共有

を密に行うとともに、教育相談（特別支援）委員会

と連携し、チームで対応する。 

けがの予防 部活動におけるけがが多いことから、顧問等関係

者による生徒のきめ細かな観察を心がけるとともに

、けがの予防に関する指導を行う。 

年度初めの清掃用具点検・補充等の整備 

 

保健班職員が行っているが 

 

 



教職員アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
A B C D E 未 A B C D E 未

1 21 23 0 0 0 0 1 14 19 2 0 1 0

2 11 32 1 0 0 0 2 6 26 3 0 1 0

3.1 15 25 3 0 1 0 3.1 11 19 5 1 0 0

3.2 15 25 4 0 0 0 3.2 7 26 3 0 0 0

4.1 23 20 0 0 1 0 4.1 22 13 1 0 0 0

4.2 7 26 8 0 3 0 4.2 7 22 5 1 1 0

5 20 21 2 1 0 0 ## 5 15 18 1 2 0 0

6 21 22 1 0 0 0 6 15 20 1 0 0 0

7 20 22 1 0 1 0 7 10 23 0 3 0 0

全体 38.6% 54.5% 5.1% 0.3% 1.5% 0.0% ## 全体 33.0% 57.4% 6.5% 2.2% 0.9% 0.0%

93.2% 5.3% 1.5% 90.4% 8.6% 0.9%

学校は生徒の安全や健康を考えて、必要な対策をとっていると思いますか。

学校は生徒・保護者の個人情報に関して適切な配慮をしていると思います
か。

Ｈ２８　学校経営

「進路実現と人材育成」という重点目標の実現に向けて、学校全体で取り組
んでいると思いますか。

重点目標の実現に向けた取り組みは成果が上がっていると思いますか。

生徒の進路を考えた、効果的な教育課程（３年間にわたる授業の全体計画やコース設定、校時
割）の編成に努めていると思いますか。

本荘高校の教育内容は生徒、保護者の期待に応えるものになっていると思
いますか。

昨年度　学校経営

「進路実現と人材育成」という重点目標の実現に向けて、学校全体で取り組
んでいると思いますか。

重点目標の実現に向けた取り組みは成果が上がっていると思いますか。

学校や電話での保護者との応対の際、教職員の態度や対応の仕方は適切
だと思いますか。

生徒の進路を考えた、効果的な教育課程（３年間にわたる授業の全体計画やコース設定、校時
割）の編成に努めていると思いますか。

本荘高校の教育内容は生徒、保護者の期待に応えるものになっていると思
いますか。

学校は学校行事等の校内の活動を地域に公開しようとしていると思います
か。

学校や電話での保護者との応対の際、教職員の態度や対応の仕方は適切
だと思いますか。

学校からの通信や連絡は確実に保護者に届いていると思いますか。

学校は学校行事等の校内の活動を地域に公開しようとしていると思います
か。

学校からの通信や連絡は確実に保護者に届いていると思いますか。

学校は生徒の安全や健康を考えて、必要な対策をとっていると思いますか。

学校は生徒・保護者の個人情報に関して適切な配慮をしていると思います
か。

A B C 
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Ｈ２８ 学校経営 
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昨年度 学校経営 
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教職員アンケート　－１－



教職員アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

8 12 27 5 0 0 0 8 3 31 2 0 0 0

9 15 24 5 0 0 0 9 4 29 2 0 1 0

10 7 29 8 0 0 0 10 2 30 2 0 2 0

全体 25.8% 60.6% 13.6% 0.0% 0.0% 0.0% ## 全体 8.3% 83.3% 5.6% 0.0% 2.8% 0.0% #
86.4% 13.6% 0.0% 91.7% 5.6% 2.8%

生徒は授業に関して満足していると思いますか。

Ｈ２８　教科指導

授業を通しての学力向上は達成されていると思いますか。

授業において生徒の興味や意欲を引き出す工夫がなされていると思います
か。

生徒は授業に関して満足していると思いますか。

昨年度　教科指導

授業を通しての学力向上は達成されていると思いますか。

授業において生徒の興味や意欲を引き出す工夫がなされていると思います
か。

A B C 
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Ｈ２８ 教科指導 
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教職員アンケート　－２－



教職員アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

11 12 25 5 1 1 0 11 7 20 8 1 0 0

12 19 22 3 0 0 0 12 11 20 5 0 0 0

13 23 19 1 0 1 0 13 12 23 1 0 0 0

14 24 19 0 0 1 0 14 18 18 0 0 0 0

全体 44.3% 48.3% 5.1% 0.6% 1.7% 0.0% ## 全体 33.3% 56.3% 9.7% 0.7% 0.0% 0.0%

92.6% 5.7% 1.7% 89.6% 10.4% 0.0%

生徒指導上の事故防止指導は適切、効果的に行われていると思い
ますか。

「いじめ」に対する適切な調査や指導、対策がとられていると思います
か。

Ｈ２８　生徒指導

生徒指導に全職員で、共通認識のもとに取り組んでいると思います
か。

整容指導や挨拶の励行など、生徒の社会性育成指導の成果はあ
がっていると思いますか。

生徒指導上の事故防止指導は適切、効果的に行われていると思い
ますか。

「いじめ」に対する適切な調査や指導、対策がとられていると思います
か。

昨年度　生徒指導

生徒指導に全職員で、共通認識のもとに取り組んでいると思います
か。

整容指導や挨拶の励行など、生徒の社会性育成指導の成果はあ
がっていると思いますか。
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Ｈ２８ 生徒指導 
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教職員アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
A B C D E 未 A B C D E 未

15 16 26 1 0 1 0 15 12 23 1 0 0 0

全体 36.4% 59.1% 2.3% 0.0% 2.3% 0.0% 44 全体 33.3% 63.9% 2.8% 0.0% 0.0% 0.0%

95.5% 2.3% 2.3% 97.2% 2.8% 0.0%

昨年度　教育相談

先生方は生徒の悩みや相談に適切に対応していると思いますか。

Ｈ２８　教育相談

先生方は生徒の悩みや相談に適切に対応していると思いますか。
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教職員アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

16 16 25 3 0 0 0 16 7 25 4 0 0 0

17 12 29 3 0 0 0 17 4 25 7 0 0 0

18 12 26 5 0 1 0 18 9 24 3 0 0 0

19 11 29 3 0 1 0 19 9 21 5 0 1 0

全体 29.0% 61.9% 6.8% 0.0% 1.7% 0.6% ## 全体 26.4% 59.7% 11.8% 1.4% 0.7% 0.0%

90.9% 6.8% 2.3%

進路意識や職業観を育てるための指導が適切に行われていると思います
か。

学校は進路についての情報を生徒、保護者に適切に伝えていると思います
か。

Ｈ２８　進路指導

個々の生徒の進路希望や適性に応じた指導が行われていると思いますか。

進路指導の成果はあがっていると思いますか。

進路意識や職業観を育てるための指導が適切に行われていると思います
か。

学校は進路についての情報を生徒、保護者に適切に伝えていると思います
か。

昨年度　進路指導

個々の生徒の進路希望や適性に応じた指導が行われていると思いますか。

進路指導の成果はあがっていると思いますか。
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教職員アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

20 16 25 1 0 1 1 20 16 16 2 2 0 0

21 16 25 1 0 2 0 21 10 23 2 0 1 0

22 12 30 1 0 1 0 22 6 28 1 0 1 0

全体 33.3% 60.6% 2.3% 0.0% 3.0% 0.8% ## 全体 29.6% 62.0% 4.6% 1.9% 1.9% 0.0% #

93.9% 2.3% 3.8% 91.7% 6.5% 1.9%

部活動の指導は適切に行われていると思いますか。

Ｈ２８　特別活動

運動会、玲瓏祭などの生徒の活動は充実したものになっていると思います
か。

部活動を通した人間育成が図られていると思いますか。

部活動の指導は適切に行われていると思いますか。

昨年度　特別活動

運動会、玲瓏祭などの生徒の活動は充実したものになっていると思います
か。

部活動を通した人間育成が図られていると思いますか。
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教職員アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

23 12 28 1 0 3 0 23 5 31 0 0 0 0

24 11 27 2 0 4 0 24 8 22 4 1 1 0

25 19 21 0 0 4 0 25 15 21 0 0 0 0

26 8 33 2 0 1 0 26 5 28 2 0 1 0

27 9 22 9 0 4 0 27 4 28 3 0 1 0

全体 26.8% 59.5% 6.4% 0.0% 7.3% 0.0% ## 全体 20.6% 72.2% 5.0% 0.6% 1.7% 0.0% #

86.4% 6.4% 7.3% 92.8% 5.6% 1.7%

昨年度　学年経営・学級経営

学年やクラスの指導は生徒、保護者の期待に応えていると思いますか。

学年やクラスについての情報は生徒、保護者に適切に伝えられていると思
いますか。

Ｈ２８　学年経営・学級経営

学年やクラスの指導は生徒、保護者の期待に応えていると思いますか。

学年やクラスについての情報は生徒、保護者に適切に伝えられていると思
いますか。

保護者面談は適切に行われていると思いますか。

生徒は学校が楽しいと感じ、生き生きと学校生活を送っていると思います
か。

教材費の負担について配慮がなされていると思いますか。

保護者面談は適切に行われていると思いますか。

生徒は学校が楽しいと感じ、生き生きと学校生活を送っていると思います
か。

教材費の負担について配慮がなされていると思いますか。

A B C 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

23

24

25

26

27

Ｈ２８ 学年経営・学級経営 

A

B

C

D

E

未 

A B C 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

23

24

25

26

27

昨年度 学年経営・学級経営 

A

B

C

D

E

未 

教職員アンケート　－７－



教職員アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

28 14 25 5 0 0 0 28 6 25 3 1 1 0

29 13 24 6 0 1 0 29 6 24 3 2 1 0

全体 30.7% 55.7% 12.5% 0.0% 1.1% 0.0% 88 全体 16.7% 68.1% 8.3% 4.2% 2.8% 0.0% #

86.4% 12.5% 1.1% 84.7% 12.5% 2.8%

昨年度　研修

教職員の研修は、適切に行われていると思いますか。

研修の成果が自らの向上と教育実践に生かされていると思いますか。

Ｈ２８　研修

教職員の研修は、適切に行われていると思いますか。

研修の成果が自らの向上と教育実践に生かされていると思いますか。
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教職員アンケート

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 90.4% 8.6% 0.9%

② 91.7% 5.6% 2.8%

③ 89.6% 10.4% 0.0%

④ 97.2% 2.8% 0.0%

⑤ 86.1% 13.2% 0.7%

⑥ 91.7% 6.5% 1.9%

⑦ 92.8% 5.6% 1.7%

⑧ 84.7% 12.5% 2.8%

90.2% 8.5% 1.3%

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 93.2% 5.3% 1.5%

② 86.4% 13.6% 0.0%

③ 92.6% 5.7% 1.7%

④ 95.5% 2.3% 2.3%

⑤ 90.9% 6.8% 2.3%

⑥ 93.9% 2.3% 3.8%

⑦ 86.4% 6.4% 7.3%

⑧ 86.4% 12.5% 1.1%

90.8% 6.6% 2.6%

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 89.2% 9.5% 1.3%

② 87.3% 7.9% 4.8%

③ 81.0% 16.1% 3.0%

④ 92.9% 7.1% 0.0%

⑤ 89.9% 7.7% 2.4%

⑥ 91.3% 4.8% 4.0%

⑦ 86.7% 7.1% 6.2%

⑧ 88.1% 4.8% 7.1%

87.9% 8.8% 3.4%

教育相談

⑨　全体

Ｈ２７

特別活動
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学校評価 (自己評価及び学校関係者評価) (お手持ち用) 平成２８年２月 本荘高等学校

１ ２ ３ ４ ５

項 学習指導について 特別活動について 生徒指導について 進路指導について 校務一般について
・授業研究等 ・部活動や学校行事等 ・基本的生活習慣等 ・進路行事、進路情報等 ・分掌間、ＰＴＡ、同窓会、

目 地域との連携等

① 規律ある授業の展開と授業改善 ① 校標への理解を促し、あらゆ ① 規律ある生活態度の確立 ① 家庭学習習慣の定着と学習時間の ① 分掌間の連絡・調整を密にし
小 により学力の向上と定着 る活動をとおして豊かな人間形 挨拶，整容，学習環境の美化等 拡大 た校務運営の活性化
項 成を推進
目 ② 各学年・教科・部活の連携を密 ② 情報モラルの啓蒙 ② 面談を通した進路指導の充実 ② 学校行事の企画・立案と円滑

にした学力の向上 ② 委員会活動を活性化させると 携帯電話使用マナー、インター な実施・運営
ともに、生徒会執行部を主体的 ネット利用モラル等 ③ 進路学習を充実させる行事の企

③ 組織的な教材研究や教授法研究 に活動できるリーダー育成 画・運営 ③ ＰＴＡ活動の活性化および関
への取り組みを推進 ③ 自転車の安全走行の啓蒙 係諸団体との連携・協力

③ 生徒による地域や社会への貢 ④ 生徒･保護者･職員への情報提供
④ 教科を超えた（横断的）相互授 献活動の充実 ④ 防犯意識の確立と盗難防止対 ④ 広報活動の工夫・改善ならび
業参観と授業研修の推進 策 に情報の保管・管理の徹底

①3.7 ①3.6 ①4.3 ①3.9 ① 4.3
実 ・授業規律は、各先生の指導でよくな ・特活以外の行事が多くなり、特 ・毎朝、生徒指導主事が玄関で指 ・スタディサポートや学習時間調査を ・学校行事の計画や運営について各
施 っている。 活主体の行事は増やしにくい。 導していることが生徒のよい挨拶 もとにクラス担任による個別指導、学 分掌と連絡調整がスムーズにでき
状 ・授業改善も進んできたが今後も研修 ・既存の行事を上手く活用し、生 ・整容に繋がっている。 年全体での指導により改善を図った。 た。
況 班と協力して取り組んでいく。 徒が主体となって活動する場面を ・朝学開始時間を８時１０分にし ・右文タイムやＳＵＳ、補習、学習合
・ もう少し増やしたい。 たことで遅刻する生徒は固定化さ 宿等で一定の学習時間は確保できた。 ②4.3
達 ②3.4 れた。 ・比較的スムーズに学校行事が運営
成 ・目に見えて学力の向上が図られてい ②3.6 ②3.7 できた。
状 る実感がない。 ・生徒会がリーダーシップを取り ②3.8 ・４月の面談旬間では例年より時間を
況 ・家庭学習時間、考査成績を部活動顧 ながら各委員会が活動していた。 ・安易な書き込みがあり、大きな 確保できた。 ③4.3
問にも知らせ、共通理解を持って指導 ・各委員会の委員長の活躍を促す 事件になる前の対応で済んでいる ・進路指導部が主体となって生徒が ・総会や委員会などへの参加者の増
できるようにした。 支援が必要。 が、危うい。。 自発的に学習する姿勢を啓蒙するに 加したため、ＰＴＡ活動に関する企
・成績不良者について、クラス担任、 ・生徒会長が２年連続で任を果た ・ケータイ安全教室、生徒指導便 は至っていない。 画等で一層の工夫をしていきたい。
教科担任、部活動顧問で情報を共有し すことになり、経験を生かした活 りを通して情報モラルの啓蒙に取 ・ＰＴＡ役員の協力体制が確立さ
ながら補習等に対応した。 動ができるように指導したい。 り組んだ。 ③4.1 れており、助かった。

・One day カレッジの内容を一部変更 ④4.5
③4.0 ③3.4 ③4.1 して行った。講師の選定にはやや問題 ・ＰＴＡ会報が県ＰＴＡ連合会の表
・公開授業研究会での授業は、各教科 ・２年生が中心となって様々なボ ・自転車事故が発生している。交 はあったが、目的は概ね達成できた。 彰を受けたり、ＨＰによる学校行事
内で学習指導案を作成し、科の代表が ランティア活動の支援を行った。 通ルールやマナーの遵守など安全 ・進路講演会、オープンキャンパス引 のタイムリーな変更に努めた。
授業を行った。 ・生徒会や各部活動が地域に貢献 に対する意識が希薄である。 率、学習合宿、大学の先生による模擬
・今後は、日常的・継続的に行うこと する活動を行っているが、学校全 ・桜坂の自転車通行に関しては継 授業、進路ガイダンス等を実施した。
が必要である。 体の活動が少ない印象である。 続して指導していく。

・生徒が地域や社会への貢献活動 ④3.4
④3.0 に関する学校全体での情報共有が ④3.7 ・学級通信、学年通信、進路通信、面
・授業研究会で「総合的な学習の時間」 足りない。 談等を通して保護者へ情報提供した
の授業を理科（物理）と芸術（美術） ・今年度は不審者被害はなかった が、進路指導部としては進路だよりの
とで教科横断的に実施した。 が、継続して女子生徒への注意喚 発行回数が少なかった。
・イベント型でなく、日常的・継続的 起を続けたい。
に相互授業参観や授業研修を行う必要 ・持ち物への記名の徹底と他人の
がある。 持ち物の無断使用の禁止など、盗

難防止の意識をより高めたい。
・貴重品袋の活用が不十分であ
る。

評 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ
価

・定期考査における学力向上につい ・特活主任が1年ごと変わる状況 ・スマホの使い方とネットいじめ ・家庭学習の定着と学習時間の拡大 ・今年度ＰＴＡ主催の講演会もあ
次 て、各教科で学力向上の会議をこま が続いても引き継げるようにマニ について、定期的に情報を発信し について、学習時間調査の有効利用、 り全体として非常に講演会が多か
年 めに行い、考査問題の作問力を上げ ュアルを作る。 ながら、使い方について自己管理 右文タイムや自学の有効活用を促す。 った。来年度は講演会に代わるＰ
度 る。 ・生徒会活動のなかで生徒の主体 を促し、いじめに対する警鐘とな ・各学年、教科との連携を踏まえた ＴＡ行事の検討を働きかけていく。
へ ・成績処理についてはミスの防止策 性を育てるために、余裕のあるス るようにしたい。 課題の精選、自発的な学習態度の育 ・地区ＰＴＡのあり方について、
の として、職員全体でチェック体制を ケジュール管理や生徒と担当教 ・校内での盗難防止対策として、 成、進路行事を活かした進路意識の ８月下旬から９月下旬開催に変更
提 強化する。生徒によるチェックも今 員、生徒間の共通理解を徹底する。 記名を確実にするなど、自分の持 高揚、各学力階層ごとの補習を行う。 して実施したが時期的に９月がよ
言 年度後半から導入したが継続する。 ・部活動の支援を充実させるため ち物に対する管理意識を高める、 ・推薦・ＡＯ入試対策として、進路 かった。今後は地区ＰＴＡの必要
・定期考査期間中すべてを振替で休 の旅費規程等の見直しをする。 貴重品袋を確実に活用するなどの 指導部主導のシステムをつくり、職 性や現在の６地区での開催につい
むことを遠慮してもらう。 対策をして盗難予防に努める。 員による面接や小論指導を行う。 て検討していく必要がある。

《 ＡＢＣ評価 》Ａ：具体的な活動がなされ、目標を達成できた。 《数値による評価》 良好：５ やや良好：４ やや不十分：２ 不十分：１
Ｂ：具体的な活動はなされているが、目標は達成できていない。
Ｃ：具体的な活動がなされておらず、目標も達成できていない。 全調査の平均：3.8



学校評価 (自己評価及び学校関係者評価)

◆ 学校評価、自己評価及び学校関係者評価分がまとまりましたので、ここにお届けします。御意見・提案・要望は全て担当に伝えると共に、学校全体で共有して対応して参ります。

御協力誠にありがとうございました。 平成２９年３月７日

１ ２ ３ ４ ５

項 学習指導について 特別活動について 生徒指導について 進路指導について 校務一般について
・授業研究等 ・部活動や学校行事等 ・基本的生活習慣等 ・進路行事、進路情報等 ・分掌間、ＰＴＡ、同窓会、

目 地域との連携等

・全体的にわたって諸対策がよくと ・様々のボランティア活動をされ ・問題に早く対応されており、安 ・大変良く実施されていると思いま ・平成２９年度同窓会１１０周年
られていると思いますが、人間形成 ていますが、その事が地域の人々 心致しました。更なる努力をお願 す。もう少し個別的な指導が大事な 記念講演会で在校生と同窓生が一

学 とか学力向上という両面から、それ にどれだけ理解されているのか、 い致します。 のかなと思います。 緒の時間を共有できる事は、とて
校 ぞれの目標を達成するための目標に また、生徒に達成感を持たせる事 もよい事だと思います。このよう
関 「重点化」の視点が必要と思います。 等が、更なる活動への動機付けに ・学校を訪問して思うのは、挨拶 ・進路に夢を乗せてキャリア教育が な機会を増やすとともに、生徒自
係 なる思います。 が気持ちよく行われている事で なされていると思います。講演行事 身が感想や意見を発表する機会を
者 ・２回授業参観をさせて貰いました。 す。しかし、他人との接し方が苦 が多すぎるのではと言う意見もある 持つ事に比重をかけてはどうでし
の どの教室でも生徒全員が授業に集中 ・学習が主となる生徒が多いと思 手な生徒もいるのは当然ですの ようですが、必要、有用と思われる ょうか。
ご している姿が見られました。教科内 われますが、部活動も充実してい で、無理強いせずに見守る姿勢も ものを計画する分にはそれでいいと
意 容を理解できた生徒はさらに上を目 ると感じます。部活動で得られる 必要な場合もあると思います。個 思います。希望者のみを対象とする ・ＰＴＡ・同窓会は有効に連携し
見 指し、不充分な生徒に対しては、わ ものを目標に、右文尚武をバラン 性に合わせて良いと思います。 講演があっても良いと思います。 ていると思います。これも伝統の
・ かるまで繰り返すなどの指導ができ スよく目指してください。 一つと思います。教師間の風通し
ご ているように感じました。磨けば玉 ・本荘駅周辺、カダーレ内で見か ・大変熱心に指導されていると思い を良くし意見を言える空気を大切
感 になる生徒を良く磨いてあげてくだ ・生徒会活動等は勢い弱いように ける本高生は、清潔感があり、好 ます。進路指導等の内容を理解でき にしていただきたいと思います。
想 さい。 感じます。生徒会がより活発に運 感度が高いと思います。 ない保護者もいるようでした。Ｐ同 まずは生徒の為にと思います。
及 営、活動されるように期待します。 志の横の繋がりも弱くなり、情報交
び ・授業参観について、どの教室でも ・スマホに関しては、数年前から 換ができなくなっていることも原因 ・ＰＴＡ役員の協力と活動が素晴
ご 心のこもった授業が行われていると ・部活動、三大行事等時間に限り 小学生の所持者が増えています。 と思いますが、進路だより等の充実 らしいと思います。
提 思った。先生と生徒の間柄がより近 がある中で良く成されていると考 その使い方やモラルを理解させな を希望します。
言 く感じられ、互いの目にやる気を感 える。 い親が多く心配に思うことがあり ・校務全般についてよく対応され
等 じた。教室が整理され綺麗だったが、 ます。これからもっと心配になる ・学習習慣の確立、進路学習、情報 ている。
廊下の椅子の上の溢れそうな荷物 ・（提言）校標が未来永劫不変の ように思います。 提供等取り組まれ、ある程度目標を
は、どうにかならないものかと？ ものとは考えず伝統を守り、育て 達成していると考える。 ・（提言）学校評価に同窓生の社会

る為、校標に関する検討委員会的 ・情報モラルに関する対応等、タ 活動の評価も含まれると思います。
・規律ある授業、授業改善、教材研 なものがあってもいいと思う。 イムリーによく活動されていると ・（提言）ソーシャルメディアを多用 同窓生の生涯学習に何らかの役割
究等のため、活動され、目標が達成 思う。 するため、基本的国語力の低下が予 を果たすことは可能でしょうか、
されていると考える。 ・学校生活の中で大切な特活をよ ・（提言）本荘高校生が須く時間 想される。その対策として右文タイ 検討も必要。

り充実させようと力を入れてくだ を守れるている。「五分前精神」 ムを利用した素読トレーニングが有
・（提言）全ての教科の基本となり さる先生方に敬意を表する。 ＝５分前に準備ができている、が 効と考える。まず素読に関する効果 ・昨年同様に分掌間の連絡を密に
将来の大学制度対応と個々の生徒の 身についている。生涯にわたって についての理解を深めるため研修会 していることを高く評価します。
人間力増強に役立つと思われるの ・部活動については、活躍で話題 役立つ習慣と思いますので、続け の開催を提案する。
で、国語力の強化が求められる。 になる部、期待で話題になる部、 てほしい。 ・ＰＴＡの役員の方々の様子が生

両者でない部など様々だが、市民 ・内容の濃い進路指導に努められて き生きとしていますので、充実し
・昨年同様に先生方の学習指導への は「野球部の生徒は挨拶するが他 ・様々な性格を持っている生徒を いることを高く評価する。 た活動をされているのだろうと見
工夫した取組方を高く評価する。 の生徒はそうでない」との声を聞 指導するのですから、大変な苦労 ている。これは、学校とＰＴＡの

くので各部全体を高めていただき があると察し、その御労苦に敬意 ・生徒の進路は、高校生活後の人生 連携がとれている結果だと評価す
・生徒個々の状況を担任や学年の先 たい。（実態はそうでないと思い を表する。 に大きく関わる事なので、よい相談 る。
生のみが把握するのではなく、部活 ますが、市民がそう評価している 相手、羅針盤となり将来を担う人間
動の先生はじめ学校全体で共有する から。） ・基本的な生活習慣を付けさせる をつくっていただきたい。 ・同窓会とも連携がとられている
事により、行き届いた指導ができ、 為に「本荘高校はどんな学校か、 ので、来年度は地域との連携にも
生徒にとっても向上の気概がより出 ・生徒会は活発に活動しているよ 本高生のあり方」を生徒に理解さ 力を入れていけば、生徒たちの本
るにでなないかと思のでより連携を うだが、大切なのは役員のみでは せる必要がある。 高生としての意識向上、生活習慣
高めてください。 なく生徒全体が同じ方向を向いた の改善にも繋がると思う。

体制になっているかです。色々な ・市民が本荘高校の生徒の行動を
工夫や改善を行い、より活発な活 特に注目している事も知らせ誇り
動を期待する。 を持たせることが改善に繋がる。

評
Ａ・Ａ・Ａ・Ａ・Ａ Ａ・Ａ・Ｂ・Ａ・Ｂ Ａ・Ａ・Ａ・Ａ・Ｂ Ａ・Ａ・Ａ・Ａ・Ａ Ａ・Ａ・Ａ・Ａ・Ｂ

価

《 評価 》Ａ：具体的な活動がなされ、目標を達成できた。 Ｂ：具体的な活動はなされているが、目標は達成できていない。 Ｃ：具体的な活動がなされておらず、目標も達成できていない。
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